




















2時間以上40～50ｇ/㎡

乾燥時間（20℃）塗布量（1回）

12時間以上40～50ｇ/㎡
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塗装工程

高性能な撥水性

用途・方法

特 徴

強力な撥水性能により
吸水防止効果を得られる。

★

木材表面の汚れ（水垢など）を防ぐ。★

木質感を損なわない浸透型透明塗料。★

重ね塗りするだけでメンテナンスが容易。★

屋内用 屋外用

下 地 仕上げ 着 色

刷 毛 ローラー スプレー

撥水剤

◇ 仕 上 げ
◇ 適用範囲

： 透明着色仕上げ
： 屋内・外木部全般（未塗装部材への塗装）

材料・配合比（重量比）

❶ 素地調整 サンドペーパー P180～P240

工  程

❷ 1回目塗り 撥水剤 「IZ-**」 100

❸ 2回目塗り 撥水剤 「IZ-**」 100

●塗替えの場合には、十分に研磨して旧塗膜を完全に除去し下さい。旧塗膜が残っている場合、
　密着が悪くなる事があります。
●条件によって塗布量、乾燥時間は変わりますので目安として下さい。
●素材によっては1回塗りでも十分な効果が得られる場合があります。
●極端な厚塗りは避けて下さい。

IZ-09品　番

主　剤：16L ／ 4L ／ 1L荷　姿

安全性

低臭 耐久性向上作業性良好

※上塗り前にケバ取り要（試し塗り希望）

葉の上を水滴が転がり落ちる“ロータス効果”を応用して、撥水性ナノ粒子を用い、
蓮の葉の表面のような極めて微細な凹凸構造を再現し、その上に超撥水素材の膜を
形成することで優れた撥水性を実現します。

水

撥水の様子 塗装断面イメージ

撥水性
ナノ粒子
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公共建築工事標準仕様書
（建築工事編） 対応仕様一例

水性版は「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」にはないため、各仕
様に基づいて当社水性塗料に代替えした仕様となります。また、公共建築
工事標準仕様書にない名称や略号がありますが、一般的に使用されること
も多いので掲載しております。

水性クリヤラッカー塗り（CL）相当

工程 種別 塗料その他 塗付け量 
（㎏/㎡）

当社標準塗布量 
（㎏/㎡）

乾燥時間 
（20℃）

Ａ種 Ｂ種
新設：素地ごしらえ

○（注）1
表18.2.2による。

－ － －改修：下地調整 表7.2.2による。

1 着色（注）2 ○ － 水性内装用カラーステイン 
「S4-ライン」 －

0.03～0.05 
（必要に応じてウエス
などで拭き取り）

3時間以上

2 毛羽取り研磨 ○ － 研磨紙P320～400 － － －

3 下塗り ○ ○ 水性サンジングシーラー 
「SS-50」 0.10 0.08～0.10 3時間以上

4 研磨紙ずり ○ ○ 研磨紙P220～240 － － －

5 中塗り ○ ○ 水性サンジングシーラー 
「SS-50」 0.10 0.08～0.10 3時間以上

6 研磨紙ずり ○ ○ 研磨紙P220～240 － － －

7 上塗り 
（1回目） ○ ○ 水性クリヤー・フラット 

「SC-25-**」 0.10 0.06～0.08 6時間以上

8 研磨紙ずり ○ － 研磨紙P240～320 － － －

9 上塗り 
（2回目） ○ － 水性クリヤー・フラット 

「SC-25-**」 0.10 0.06～0.08 6時間以上

（注）�1．素地ごしらえ、下地調整の種別は、塗料その他の欄による。� �
2．Ａ種の場合、工程1の適用及び着色に用いる塗料の種類は、特記による。� �
3．改修時、新規に塗装する場合は、下地調整に代えて、素地ごしらえを表7.3.2により行う。

※�本仕様は、公共建築工事標準仕様書（令和7年版）に基づいた仕様です。� �
上記塗付け量は公共建築工事標準仕様書（令和7年版）のクリヤラッカー塗り（CL）の塗付け量です。� �
（着色工程に塗付け量の記載はありません。）� �
公共建築工事標準仕様書（令和7年版）は目止め工程が適用されていますが、弊社仕様では省略しています。� �
（目止め工程に該当する製品はございません。）

水性ウレタン樹脂ワニス塗り（UC/2UC）相当

工程 種別 塗料その他 塗付け量
（㎏/㎡）

当社標準塗布量 
（㎏/㎡）

乾燥時間 
（20℃）Ａ種 Ｂ種

新設：素地ごしらえ
○（注）1

表18.2.2による。
－ － －改修：下地調整 表7.2.2による。

1 着色（注）2 ○ ○ 水性内装用カラーステイン 
「S4-ライン」 －

0.03～0.05 
（必要に応じてウエス
などで拭き取り）

3時間以上

2 毛羽取り研磨 ○ ○ 研磨紙P320～400 － － －

3 下塗り ○ ○
1液型 水性クリヤー・フラット 

「SC-25-**」 0.05 0.06～0.08 6時間以上

2液型 水性2液ウレタンクリヤー・フラット 
「SC-21-**（SB-11）」 0.06 0.08～0.10 6時間以上

4 研磨紙ずり ○ ○ 研磨紙P240～320 － － －

5 中塗り ○ －
1液型 水性クリヤー・フラット 

「SC-25-**」 0.05 0.06～0.08 6時間以上

2液型 水性2液ウレタンクリヤー・フラット 
「SC-21-**（SB-11）」 0.06 0.08～0.10 6時間以上

6 研磨紙ずり ○ － 研磨紙P240～320 － － －

7 上塗り ○ ○
1液型 水性クリヤー・フラット 

「SC-25-**」 0.05 0.06～0.08 6時間以上

2液型 水性2液ウレタンクリヤー・フラット 
「SC-21-**（SB-11）」 0.06 0.08～0.10 24時間以上

（注）�1．素地ごしらえ、下地調整の種別は、塗料その他の欄による。� �
2．工程１の着色の適用は、特記による。� �
3．改修時、新規に塗装する場合は、下地調整に代えて、素地ごしらえを表7.3.2により行う。

※�本仕様は、公共建築工事標準仕様書（令和7年版）に基づいた仕様です。� �
上記塗付け量は公共建築工事標準仕様書（令和7年版）のウレタン樹脂ワニス塗り（UC）の塗付け量です。� �
（着色工程に塗付け量の記載はありません。）

水性ピグメントステイン塗り相当

工程 塗料その他 塗付け量 
（㎏/㎡）

当社標準塗布量 
（㎏/㎡）

乾燥時間 
（20℃）

新設：素地ごしらえ 表18.2.1木部の素地ごしらえによるB種
－ － －改修：下地調整 表7.2.1のRB種

1 着色 JASS18 
M-306相当品

水性内装用カラーステイン 
「S4-ライン」 －

0.03～0.05 
（必要に応じてウエス
などで拭き取り）

3時間以上

2 着色むら直し JASS18 
M-306相当品

水性内装用カラーステイン 
「S4-ライン」 －

0.03～0.05 
（必要に応じてウエス
などで拭き取り）

24時間以上

（注）�1．素地ごしらえ、下地調整の種別は、塗料その他の欄による。� �
2．JASS18M-306は、日本建築学会材料規格である。� �
3．改修時、新規に塗装する場合は、下地調整に代えて、素地ごしらえを表7.3.1のB種により行う。� �
4．塗付け量は、製造所の仕様による。

※�本仕様は、公共建築工事標準仕様書（令和7年版）に基づいた仕様です。� �
ステイン塗りに塗付け量の記載はありません。



仕様一覧
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系統 水系 自然系 溶剤系 溶剤系 水系 水系 水系 自然系 水系 水系 水系 水系 水系 水系 水系 自然系

品名 木口シール剤 CLT・集成材用 
シール剤

ピュアクリヤー 
（中塗り）

ピュアフラット 
ツヤケシ170%
（上塗り）

CNFシーラー 水性WP 
エナメル

水性WP 
カラー

外部用WP 
オイルステイン

水性外部用 
クリヤー 

（ツヤ有り）・ 
フラット  
半ツヤ/ツヤ消し

水性内装用 
カラーステイン

水性２液ウレタン 
クリヤー（ツヤ有り）・ 
フラット 
半ツヤ/ツヤ消し

水性クリヤー
（ツヤ有り）・ 
フラット  
半ツヤ/ツヤ消し

水性サンジング 
シーラー

水性床用 
１液ウレタン

水性床用 
２液ウレタン 撥水剤

品番 SZ-02 IZ-06

主剤 硬化剤 主剤 硬化剤

SW-66 S6-**** S8-**** I9-****
SC-30-00

50
99

S4-****

主剤 硬化剤
SC-25-00 

50 
99

SS-50 SC-40

主剤 硬化剤

IZ-09
UC-87-P CB-189 UF-72-

97P CB-196
SC-21-

00
50
99

SB-11 SC-46 SB-16

掲載ページ P5 Ｐ6 Ｐ7 Ｐ8 Ｐ9 Ｐ10 Ｐ11 P12 Ｐ13 P14 Ｐ15 Ｐ16 P17 P18 P19

容量
18㎏ 
4㎏ 
1㎏

16L 
4L 
1L

16㎏
4㎏

8㎏
1㎏

15㎏
4㎏

1.5㎏
400ｇ

16L
4L 
1L

14㎏ 
3.5㎏ 
700ｇ

16L 
3L 

700mL

16L 
4L 

700mL

16L 
3.6L 
1L

16L 
3L 

700mL

16L 
3.6L 
1L

1.6L 
360mL 
100mL

16L 
3.6L 
1L

16L 
3.6L 
1L

16L 
3.6L 
1L

14㎏ 
4㎏ 
1㎏

2.8㎏ 
800ｇ 
200ｇ

16L 
4L 
1L

配合比 
（うすめ液）

100 
―

100 
―

100：50 
（ピュアうすめ液：50～75）

100：10 
（ピュアうすめ液：40～50）

100 
―＊1

100 
（水：0～10）

100 
―＊1 100 100 

―＊1
100 
―＊1

100：10 
（水：0〜10）

100 
（水：0～30）

100 
―＊1

100 
（水：0～20）

100：20 
（水：0～10）

100 
―

標準塗布量（/㎡） 100ｇ以上＊2 60～80ｇ 80～100ｇ 60～80ｇ 100～120ｇ 80～100ｇ 50～70ｇ 60～80ｇ 80～100ｇ 30～50ｇ 80～100ｇ 60～80ｇ 80～100ｇ 80～100ｇ 80～100ｇ 40～50ｇ

塗装可能面積目安＊3 
（㎡/1回塗り）

18㎏＝180 
4㎏＝  40 
1㎏＝  10

16L＝155 
4L＝  35 
1L＝    5

24㎏セット＝320 
6㎏セット＝ 80 
（うすめ液配合）

16.5㎏セット＝280 
4.4㎏セット＝ 75 
（うすめ液配合）

16L＝130 
4L＝  30 
1L＝    5

14㎏＝140 
3.5㎏＝  35 
700ｇ＝    5

16L＝225 
3L＝  40 

700mL＝  10

16L＝160 
4L＝  40 

700mL＝    5

16L＝160
3.6L＝  35
1L＝  10

16L＝315 
3L＝  55 

700mL＝  10

17.6Lセット＝180 
3.96Lセット＝ 40 
1.1Lセット＝ 10

16L＝200 
3.6L＝  45 
1L＝  10

16L＝160 
3.6L＝  35 
1L＝  10

16L＝160 
3.6L＝  35 
1L＝  10

16.8㎏セット＝165 
4.8㎏セット＝ 45 
1.2㎏セット＝ 10

16L＝250 
4L＝  60 
1L＝  15

乾燥時間＊4

（20℃）

塗り重ね可能 ― 8時間以上 8時間以上 4時間以上 6時間以上 ― 3時間以上 12時間以上 6時間以上 3時間以上 6時間以上 6時間以上 3時間以上 8時間以上 8時間以上 2時間以上

硬化 24時間以上 24時間以上 ― 24時間以上 ― 24時間以上 24時間以上 24時間以上 24時間以上 24時間以上 24時間以上 6時間以上 ― 24時間以上 24時間以上 12時間以上

可使時間（20℃） ― ― 6時間 2.5時間 ― ― ― ― ― ― 3時間 ― ― ― 8時間 ―

用途 
（詳細、別途ご相談ください。）

木材の木口
保護 
（吸水・乾燥割
れ抑制）

屋内･外木製品
の下塗り、汚れ
防止

屋内･外 木製品全般
（屋内木製品の白木地仕上げや淡色系着色
仕上げ、耐候性の必要な屋外など）

木製品の下塗り
屋外木製品
全般 
（着色･造膜
仕上げ）

屋外木製品
全般 
（着色･浸透
仕上げ）

屋外木製品
全般 
（着色･浸透
仕上げ）

屋外木製品 
全般 
（透明･造膜 
仕上げ）

屋内木製品
全般 
（着色･浸透
仕上げ）

屋内木製品全般 
（カウンターテーブル
など）

屋内木製品
全般 
（透明･造膜
仕上げ）

屋内木製品の 
下塗り

屋内木製品
全般 
（フローリング､
壁など）

屋内木製品全般 
（体育館、ジムなど 
強度が求められる 
フローリング）

屋外木製品 
全般 
（木製品の撥水
処理）

バリエーション ― ― 艶度合：艶有 艶度合：170％艶消 ― カラー：全19色 
（カラレス含）

カラー：全16色 
（カラレス含）

カラー：全15色 
（カラレス含）

艶度合： 
艶有・半艶・ 
全消

カラー：全16色 
（カラレス含）

艶度合： 
艶有・半艶・全消

艶度合： 
艶有・半艶・
全消

― 艶度合：艶有 艶度合：艶有 ―

適
合
規
格

ホルムアルデヒド放散等級： 
F☆☆☆☆ ○ ○ ○ ○ ○ （相当品＊5） （相当品＊5） ― （相当品＊5） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

（一社）日本塗料工業会 
登録番号 G01393 G01392 G01409 G01422 G01414 ― ― ― ― G01415 G01412 G01411 G01410 G01420 G01413 ―

学校環境衛生基準 適合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚生労働省が濃度指針値
を定める14物質不使用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鉛・TX（トルエン・キシレン） 
フリー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食品、添加物等の規格基準 
第三 器具及び容器包装 
準用試験適合＊6

― ― ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ○ ―

（一社）日本建築学会
JASS18M-307 
木材保護塗料  
規格適合

― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

＊1…必要に応じて、水にて適宜希釈して下さい。
＊2…塗布面の面積、塗料の吸い込み量によります。塗料の溜まりや垂れが発生しないよう注意して下さい。
＊3…素材の種類や状態によって異なります。
＊4…乾燥性は塗装条件や工程によって異なります。詳細は製品説明書など参照下さい。
＊5…屋外用途のため、建築基準法の定めるホルムアルデヒド放散等級を示す必要はありませんが、外部機関による試験によりF☆☆☆☆相当の放散速度であることが確認できています。
＊6…本規格適合のみでは、食品用器具及び容器包装（直接食品と接する場所）への使用は出来ません。




